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99. アズキゾウムシの小豆粒内喰入密度が,発育,生存率,窮イヒ成虫の大きさおよび生存 日

数におよぽす影響半石川良一 ･宮本裕三 ･r松沢寛 (香川大学 氏学部 応用昆虫学研究室)31.12.1受理

謹 ん で 暴 ,川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

アズキゾウムシを宍軟材料として,幼虫期の棲息密度が発育,生存率,羽化成虫の性比,体の大き

さ,生存期間{産卵カなどに及はす好宅削こつしナて調べた.

昆虫の阪急密度効果については多数の研究%.･･こよう

て実験狗な研究が進められて来ているが, これらは供

試昆虫の生活空間を一定にして供試虫数をいろいろに

かえ,あるいは生活空間の大きさをいろいろにかえる

ことにより,その按良否碇をかえて爾後の諸現象を観･

察しようと試みたものである.ある研究者は産卵両群

の広狭を考慮に入れたり,頁2)利用空間を全校良空間

と区別して研究を進め,校,El密使なるものをより厳密

に規定しようと試みでもいる.しかしながらわれわれ

が抜息密TfEあるいは密度効果な声ものを考える場合に,

たとえば アズキゾウムシ Callosobl･uchuscht'nensis

の場合で考えられる如く,はじめ成虫の密度をいろい

ろにかえて実験を行うとその彫哲はiEi接には成虫の産

卵の過程にのみ現われて,爾後の∂附ヒ幼虫や羽化する

成虫等には正i接には及ぼされない.＼宙接の彫蟹は厳密

にはそれぞれのアズキ粒に産下された卵の数または膨

化喰入したアズ主1粒中の按息幼虫数などによっても

たらされると考えられる.

斯様な見地から筆者らはアズキ1柁円の幼虫の班.a

弟香川大学良学部応用昆虫学研死去業研.No.30
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密度が発育,生存率,羽化成虫の性比,休の大きさ,

生存期間,産卵力に及ぼす彫聾を調査した.Lここに概

要を述べて大方の参考に供し庇い.

本文に入るに先だって常に協力をねがった本学応用

昆虫学研究室諮夢,ならびに供試アズキゾウムシの捉

供をたまわった京都大学農学部昆虫学研死重に対して

厚く謝意を衷する.

実鼓材料及び方法

本実験に班用したアズキゾウムシは京都大学農学部

昆虫学研究室に於いて長年累代飼育された系統である.

300に調整したfti気定温群内で垣径 12cm,･深さ3cm

のシャーレにアズキ300位を重ならぬ様に並べ,これ

に 10･30,50対ずつの双虫を放つ七8時間産卵草し

めた.同時にまた直径 9cm,深さ 2cm のシャーレ

を使用して同様に額虫の数を 10,20,30,90,100,

120対として12時間産卵を行わしめた.供用アズキの

含水丘は 15,% で,粒の大きさをなるべく均一ならし

める如くした.産卵の行われたアズキは1粒当りの確
卵款または喰入曲数矧 こ1-6の密度区に分け,さら

にそれらはガラス管/(1×4cm) に1校殉収めて爾後
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の奴宗を行った.調衣は各密度区伝の発育所変日数,

生存率,羽化成虫の生存糊乱 作の大きさ,産卵力な

どについて行った.大きさは双眼軒別顕微鍬こ取付け

た技旧ミクロメーターに3:t)疏軒,胴軒.胴長,功長,

班招,腿節昆 全休長の7ヶ所をえらんで測定した.
I

実 鼓 結 果

発育所要日数 :アズキ1位当りの喰入出軟と発育所

要日数との関係を示すと郡1表の如くである.Aは喰

入幼虫が全て生育を遂げた場合,Bは1部だけが生育 ･

を遂げた場合であるが,何れの場合もまた雌雄の問に

も発育所要日数には大差はなく喰大虫教の多少とは一

応無関係のように思われる.

Table1. Developmentalperiod in daysat

訂 22 巻-I

生存率 :つぎに生存率との関係は郡1回の左に示す

如く,一般に高密度となる程次節に低下した.喰入虫

数 1-3頭の場合は余り顕著ではないが,特に4頭以

上になると急汲に生存率が低下した.これは恐らくア

ズキ柁内で幼虫相互間の発育をめぐる投写が 行われる

ためではないかと考えられる.しかし曜堆問の生存率

の差はみられない.

羽化成虫の性比と体の大きさ:羽化した伐虫の性比

には節1表の成約からも分るように一定のFI向を見出

すことは出来なかった.喰入虫数と羽化成虫の大きさ

との関係は,●第2蓑の如く,密度の上昇に作って可成

顕著に体形が小さくなる性向が認められた.とくにこ

の幌向は班長において顕著にみられた.各州定部位の

differentnumberoflarvaeinabean.A,all

一arvaecompletedtheirdevelopmenttotheadu一ts;B,some)arvaefailedinthecompletion
ofdeve一opmenttotheadlllts.

DensityoftIleWeeVils
perbean

1 1 2 13
早J8J 918F 9 18

NumberofindividuiIIs

Mean

Variance

Coef.ofvariation(%)

Numberofindividuals

Mean

Variance

Coef.ofvariation(形)I

チ

23T6212?87

41.'6588日 :≡;日 二;42

2;ヲ681去ヲ;

1.0210.95

4.4OE4.1

233?2212?1

1.12【1.46

4.52J5.09

23.60!22.70

≡.',63 60霊 t三:;;

Table2. Sizeofadultwcevilsemergedfrom abeanoEdifferentlarvaldensities.ltlnit-0.041mm.

sex′l Dcnsity 再 Hiedatdh 1T-hotrh-1'TchnogrtahXLF7erncgwtihng 1FowrledEiTglHi7ednfgetTurIlPnogdtyh

∴ ? 1 20.20 30.70 19.10 48.40 43.00 30.10 71.20

2 一17.50 27.10 20.10 48.40 .. 39.80 25.90 65.30

3 こ18.20 27.90 18.70 42.30 37.50 27.40 61.90

･4 ' 17.90 27.30 20.10 42.90 38.70 ･25.60 61.80

6 17.20 25.30 16.00 43.10 .36.10 27.80 62.50

8■ 1 19.80 _29.00 17.10 ･ 48.30 41.40 25.20 65.40

2 18.30 26.00 17.70 43.20 37.40 25.80 61二00

3. 17.81 27.45. 17.63 40.45 36.63 _ 25.36 58.45p

･ 4 17.50 25.60 _ 1畠.70 41.40 35.40 25.90 59.50

5 17.90 24.60 16.80 39.80 ･34ー50 , 23_60 ､59.00

6ー_ 17.80 24.00 17.50 40.70 36.30 23.60 60.20 .

7 18.30 ､25.00 15_60 39.90 35.10 i 21.7CI 56.50
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Table3. DurationoHifeindaysoftheerr.crgedadult.A,alllarvaecompletedtheir
devclopmenttotheadults; B,some 一arvaelailcd inthe completiontofdeve一opmentto
theadults.′

¢uu品
J
a

t
n

a

J

0

品

t!ttza
D
J
a

d

N
um
b
er
o

f

e
g
g
s

d
e
po
s
it
ed

Numberofweevilsperbean I

Fig.1. Leftfigure:percentageofemergence
from thebeansdepositedinvariousdensities
ofegg.Rightfigure:fecundityofthewe占vil
rearedatdifferentdensity王ntl一eirlarvalstage.

変異係数は衷からは除外したが. 頭幅 4.03-16.73.

胸幅 5.76-12.77,L胴長 5.98-ll.20, 超長3.04-

9.56,秒幅4.12-8.05,腿節長5.91-15.12,全体長

2.36-7.72%で,辺長および超将などが最も変異の度

合は小さい.

･羽化成虫の生存日数と産卵力 :生存日数は位宜上映

･ 入 した幼虫が全部生育を完了した場合 (A)と1部が

･死亡して生育を全う出来なかった場合 (B) と!こ分け

て第3末に示 した･何れの場合も準の生存El教は雄に

比してやや長い.また雌 も雄も何れも高密狂となる程

･著 しく短縮する頼向が認められた･.a,れは前giの密度

の上昇に伴う休の小形化と全く比例的である.羽化成

虫の産卵力も節 1図の右にしめしたCとく高密TiEとな

る程旗下する.

考 一 葉

まず発育所要日数であるが,各密皮区共に見田上の

.184

差は殆んど認めることは出来なかった.しかし一方生

存率は喰入虫教の多くなるにつれて著しく低下するこ

とが]Jlらかに認められた.このことを考えると,前の

発短所要日数は見出上差がないといっても,生育途中

で死亡した個体については全く計昇の列に在る訳であ

るので多少信頼 しがたい.高密度になる程虫体は小さ

くなるので,栄養も多少少 くてすみ発育速度も低密度

の場合より多少早くなるようにも考えられるしま7こ,

高密度の場合程充分に栄養をとり.にくいから発育は進

まず,結果としてそれよ.り羽化する成虫も小さい幌向

になるとも考えられる.その何れの説明が妥当である

かは別として,とに角発育速度が由入虫数の多少に拘

わらず全く等しいという結論には多少総理があろう.

但し生存率の密度上昇に伴う低下は恐らく攻入幼虫相
＼

互間の毘争に豪づぐものではないかと考えられる.只

この場合吸入虫数2の場合に却って虫数1の場合より

も生存率が良好である結果が得られたが,同様な成鎖

はすでに PtidaS)によっても得 られている･しかし若

し之が一般的事実であるとしてもこの生物学的意義が

らない.本実験で生存率は1粒当の喰人血数が4疏以

上になると急政に低下する幌 向が 認 め られ たが,/
Utidaわによね ま8⊥9頭になると急政に低下が起った

であろう.

つぎに喰入虫数と羽化成虫の性比及び体の大きさと

の関係であるが,性比は本実験の場合殆んど変 りがな

かった.体の大きさはしかし乍ら確雄共に著しく喰入

曲数の多少によって変 り,虫数の多い程顕著に小形化

した.長沢6)が行った如く.シャーレ内の殺虫の密度

をいろいろに変えた場合にも結果的には同様な憤向は

認められる.
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昆虫の大きさは.木下 ･石が )や松沢8)らがみてい

る様に食物の質,或は含水虫の大小によっても著しく

左右される.アズキゾウムシの作の大きさがアズキ1

粒内の映入出数の大小によって変るという.ことは,質

度の咽1mにもとづく各個作の食物摂取虫の差によると

解することも大きな誤ではあるまい.

羽化硯虫の生存日数が抜点密度の上界に伴って短縮

することについては,石田9,Davisl),UtidaFI,PeaJ17)

らによってアズキゾウ,Lシやショウジョウバエなどに

?いて碇かめられている,これは体の大きさの減少の

仕方と比例的であって,正しく､vitalityの差に韮づく

ものと考えられるが,次代羽化成虫の産卵力がまた密

皮の彫蟹をうけて,高密姥の場合程低下することを考

えると,これもまた体の大きさと別個に考えるべき問

題ではない.この間の軒桁を諜古きするような申実がr

すでjこ石愈 3)によっても観架されている.

摘 要 .

ァズキゾウムーシのアズキ1校当りの喰入出数の大小

が昆虫自体に及ぼす詔播哲について実験を行い,次の

如き成机を得た.

喰入虫数の大小によってアズキゾウムシの発育速度

はそれ程変るところはなかった.しかし之は発育途中

に死亡する個体が計井に加わらないから,はつきb.節
言は出来ない.

生存率は喰入虫数が多くなる程雌雄共に著しく低下

した.

羽化成虫の性比は吸入曲数の多少によって殆んど変

相 まなかった.しかし成虫の大きさは昭雄共に密度の

上界に伴って著しく小形化した.

羽化成虫の生存日数や産卵数も喰入出数大である程

著しく低下した.､これらが経の大きさの小形となって

行く.ことと関連のあることも明らかであった.
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lt占sum6

Using the azukibeailWeeViL Callosob'wchus

chinensis,theinfltlenCeSOfnum berOflarvaeill
abeanonsomeadu一tcllaraCterSWereStudied.

The.ve一ocityofdevelopmentoftheweevilwas

notinfluencedata一leven∫vhenthenumber.of

weevilsperbeanwaヲChanged･Butsomedoubts
remair'.ed abdutthisres'ult,fortheculctllatiQtl1
wasmadeneglectingtheindiv王dualswhichdied

duringtheirdevelopmcnt.

TIlepercentageOfemergence to tlle adult

decreasesremarknblywith theitlCreaSeOEthe

density.

Sexratiooftheemergedadultdoesnotchange

evenwhen thedetlSityofthe/weevilchanged;_
TlleSizeoftheadultbecameSmallwitIlthe

increaseofthedensity,inbothsexes.

ーThedurationoflifeandthefecundityofthe

emergedadultswereaffectedverymuchwiththe

increaseofdensity.Thisresultisrightforthese

charactersconnectedcloselywithEheーS王zeofthe

emergedadult. ､

EmhryonalDevelopmentofRhodt'nL'afzLgW at0oC. Yosh王ch享ro UA柑YA atld Kiz王ro

WAT̂NATiJT(National'Ser王culturalExperimentStation,Tokyo).ReceivedDec.6,1956.BoかZLI

Kagaku/22,185･187,1957,(wi山 Etlglishr卓sume187)･

30. ~ウスタビオ Rhoiin,･afuga3位年卵の 0｡Cに放ける荘子発育について 梅谷与七郎 ･

渡辺再二郎 (出林省 蚕糸試験吸)31.12.6受理

謹 ん で 暴 川 忠 書 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 Lを ろ.

oo とか 2.50 とかは一般の発育休止温度であるにもか わゝらザウスタttガの広子!ま発育を続け,1

年を経過して反転直前まで適した. かような低温で荘子発育の行われることは煎くべきこちで生化

学的にも追求すべきであると思われる.

そもそも苦虫駆除の収本間血として昆虫の越冬形式

の研究が式要であることは論をまたない.それで著者

の1人は1930年以来昆虫の越冬形式の研死を始め,す

でに数抗の論文を発表 (病態琴冬1',幼虫儲越冬5',

卵恐喝冬6･7))した･

佼近卵怨越冬する ウスタt:I.ガ RhodL'nEafugw の

1由


